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葉樹林通信
TRICK LOCK

鍵と鍵穴のついた錠

知らない方にとっては 鍵穴の付いた錠に 鍵がつ

いているのだから それがどうしたという話ですね

残念ながら TRICK LOCKと呼ばれているこれらの

錠は 鍵穴に鍵を入れて回すだけでは開きません

では どうやって開ければいいかということですが

見えている鍵穴はダミーで本当の鍵穴ではないとい

うのがほとんどです

本当の鍵穴さえ見つけられれば 鍵をさし入れて回

せば開くのですが これがやっかいです

それぞれの錠によって 巧妙に隠されていて 見つ

けるためには いろいろと操作が必要です

これらのTRICK LOCKのほとんどは アメリカの

Dick Hess氏から譲って頂きました 買った物もあり

ますが ほとんど貰ったものです Thank You

鍵と鍵穴は あるけれど

左の物は脱出王HOUDINIにかけて 名前がつけられ

たTRICK LOCK 目新しい仕組みではなかったと思い

ます 一度開けたっきり

真ん中のものは ロシアのカリーニン氏からのもの

鍵穴が紙でふさがれていて 破らずに開けろという

命題でした 残念ながら紙が破れています

右の２個の錠の鍵穴はダミーではありません

といっても やはり差し込んで回すだけでは開きま

せん ちょっとした仕掛けが施されています

左側の少し大きめのものはフィンランドの

マティ・リンコラ氏から購入したもの

かなり苦労しました 何度か開けたのですが 今は

すっかり忘れて 開け方がわかりません

けっこう凝った作りだったと思います

右の２個は 誰かから買ったものだろうが 記憶が

定かではありません



鍵穴すらない錠

左の物がアメリカの ゲリー・フォシェ氏のもの

最初 手にしたときは戸惑いました

鍵も 鍵穴すらありません

これで どうやって開けろというのかと

最初に開けたときは ほとんど偶然でした

あれこれいじくっている内に はずみで開いてし

まったという感じ

それから あれこれ仕組みを考えて なんとか理

解しましたが 今はすっかり忘れています

右のは同等品だと思います

クロノスが一時期 同等のものを販売していました

右の２個がそれです 見かけはほぼ同じですが

それぞれ違う仕組みになっています

左のは真ん中と同じですが メッキ着色したスペシ

ャルバージョン Toritoのめい子さんからの贈り物

鍵で遊ぶのもいいかも

TRICK LOCKではなく 鍵のパズル

鍵に通った輪っかをはずすのが目的

難しくはないだろうが よくできていておもしろい

鍵と鍵穴はあるけれど

左のものはアメリカのランバート夫妻から入手した

もの 開けるというパズルに徹した物

実用的ではありません 実際に何かに取り付けてし

まうと開けることができないかも

鍵も鍵穴もダミーではありません ただ ある操作

をしないと錠は開きません

右の物を初めて見たときは ちょっと驚きました

付いている鍵は ２つにちぎれた状態の物ですから

思わず「鍵が折れている」と言ってしまいそうです

イスラエルのダン・フェルドマン氏が考案したもの

いわゆるDAN LOCKと呼ばれているパズル

折れた鍵も必需品 なければ開けられません

他にもいろいろ

左の物は オランダのWil氏に頂いた物

これはパズルというより 普通に実用的な鍵として

販売されている物ようです

ただ 鍵がチェーン錠でグニャグニャしていて

鍵穴にそのままでは差し込むことができません

では どのように差し込み 開けられるか

まあ いろいろ考えるものです

右の物はマジック用として売られているようです

錠を持ったまま 後ろ手で背中に回すと開きます

聞いた話だと 欧米人のほとんどは すんなり開け

ることが出来るが 日本人はおよそ半分の人が開け

ることができないとか はたして信憑性はいかに


